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国の重要無形文化財認定へ
～十四代今泉今右衛門さん

　平成 26 年 7月 18 日、国の文化審議会文化財分科
会での審議・決定を経て、赤絵町在住の十四代今泉今
右衛門さんを国の重要無形文化財（いわゆる人間国宝）
に認定するよう、文部科学大臣に答申されました。
　十四代今右衛門さんは昭和37年12月30日生まれ、
51歳という陶芸の分野では最も若くして、色絵磁器
の分野での保持者となられますが、これから開く個展
や重要無形文化財保持団体の作品展を控え、多忙な中
にお話を伺いました。
　先代の父からは高校一年生の時、これからどうする
かは自分で決めるようにといわれ、さらに祖母からの
「兄弟で一緒に窯場の仕事が出来たら」という言葉が
美術大学への進学を決めた要因だったそうです。また、
大学で金工を専攻したのは素材感へのあこがれがあ
り、このころの現代彫刻の考え方が、後の既成の価値
観に対し横や斜めから見る視点に繋がったそうです。
　大学卒業後は福岡市のニックに入社。3年間のサラ

リーマン生活の後、現
代彫刻・現代陶芸への
あこがれの思いで、京
都の鈴木治先生に弟子
入りされました。この
ころまでは手仕事を残
す意味があるのかと自
問自答する生活だった
そうですが、これらの
経験が家に帰る決心を
させたということでし
た。
　その後、平成 14 年
に先代逝去後十四代を

襲名されましたが、それについては生前の父や兄と話
し合いをし、先代は二人で決めるように言われたそう
です。その結果、兄は販売を、弟である自分が制作に
あたることに決まったということでした。
　しかし、襲名後の作品展のための制作をしていた時、
墨はじきと色絵との組み合わせなど、自分らしいもの
をと思って作った作品の焼き上がりを見ても、どこか
しっくりいかないと悩まれました。これは先代と違う
作品を作らねばという焦りがそうさせたようで、感動
する心ではなく理屈で作っていたと。それを見たある
評論家の方から「こんな作品を出しちゃいかん」と厳
しい意見をいただき、また柴田明彦さんからは「十四
代を襲名するということは色鍋島を継承することを意
味しているんですよ」という、ある意味相反する意見
を言われたそうです。こういう多くの助言や制作の依
頼などにより、新しい美意識が積み上げられ、作風も
変わって来たとのことでした。
　手仕事を残す意味も薪窯焼成や釉調のすばらしさを
経験することで、考え方も変わっていき、有田とは、
工芸とは、焼き物とはという自問を重ねていくこと
で、十四代という立場で自分らしい仕事ができるよう
になってきたとのことでした。
　この度の認定を受けるにあたり、急に変われるもの
ではないが、積み重ねの中で気が付き、教えられるも
の、見つかるものもあるのではないかと。文化庁から
も今の作品作りに安住することなくチャレンジするこ
とを期待していると伝えられたそうです。ものづくり
は次の一歩を踏み出す勇気がいるが、先人や素材、歴
史に感謝しながら研鑽を積んでいきたいと抱負を述べ
られました。

（尾﨑　葉子）

色絵薄墨墨はじき柘榴文蓋
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（梅崎一秋さん提供）
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西有田会場
会期
　平成 26年 10 月 1日
　　　　　～ 10月 20 日
場所
　有田町庁舎町民ロビー
入場無料

有田会場
会期
平成 26年 11 月 1日
　　　　～ 11月 30 日
場所
有田町歴史民俗資料館
　　　　　　　　東館
会期中入館無料
※10 月は常設展を展示　
　しています（有料）。
イベント
・11月 23 日・24 日
　夜間開館と紅葉ライト
　アップ（18時～ 20 時）
・フィルム上映会

「
な
つ
か
し
の
有
田

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
」

平
成
26
年
度
企
画
展



季　刊　『皿　山』
通巻 103 号（平成 26年 9月１日）
編集・発行　有田町歴史民俗資料館

〒 844-0001  佐賀県西松浦郡有田町泉山 1 丁目 4-1
☎ 0955-43-2678　FAX0955-43-4185
URL：http://rekishi.town.arita.saga.jp

　平成 26年 8月 2日（土）、台風 12号が近づく中、
また前日から降り続く雨の中で「川ざらい」を開催す
るか否か、大変苦慮しましたが、川の様子を見て実施
を決定しました。
　この取り組みは今年で 3回めとなります。有田の
中を流れる川には、捨てられたり流れ込んだりして堆
積している江戸時代からの陶片（ベンジャラ）が残っ
ています。それを採集し、その場で当館の学芸員がい
つごろ焼かれたものか、元はどういう形、用途だった
かを答えるという形で進めています。
　岩谷川内の白川川で今回も 10人の子どもたちと 4
人の保護者、そしてれきみん応援団も 9人参加して
いただき、安全面もしっかり確保して実施しました。
中には 350 年ほど前に焼かれた陶片を見つけ出した
子もいて、皆の歓声が川の中からあがりました。
　ただし、これら陶片は貴重な文化財でもありますの
で、子どもたちは持ち帰ることはできません。後日、
その陶片が持つ情報をまとめて子どもたちに届けると
いうことで、有田の歴史を再認識してもらおうと取り
組んでいる事業です。
　今回は、川底などに残るハマ（窯道具）を投げて川
面を走らせる「ハマ投げ」の遊びもしましたが、保護
者の方の見事な腕さばきに、これまた歓声の声があ
がっていました。

　今回で 14回目となった「有田の町屋模型作り教室」
を 8月 18日（月）、19日（火）の 2日間にわたって
開催しました。有田町役場東出張所の２階を会場とし、
模型を作る前に、近くの伝統的建造物群（町並み）地
区まで歩き、現地で担当者から町並みの歴史など説明
を受けました。
　毎回、定員オーバーとなるほどの応募がある人気の
教室ですが、今回も 12人の参加者でした。まず、基
本となる江戸時代の町屋１棟の模型を皆で作り、その
後は、数種類の中から好きな建物を選んで作り上げて
いきます。２日かけて町並みが出来あがるのですが、
他にもトンバイ塀や橋など、子どもたちが自由な発想
で完成させていきました。
　川ざらいもそうですが、この模型作り教室も有田の
子どもたちが、ふるさとの宝、歴史を体感してもらう
機会となったらいいなと思います。　

今回の参加者
　大山小学校　廣麻結さん、廣莉子さん
　曲川小学校　藤田宗佑くん、空閑朱々菜さん、
　　　　　　　空閑羽功人くん
　有田中部小学校
　　　　　　　松尾雄伊くん、松尾結佳さん、　
　　　　　　　篠原菜々子さん、篠原日奈子さん、
　　　　　　　篠原優太くん

今回の参加者
　有田小学校　　金ケ江ひとみさん
　有田中部小学校
　　　　　　　　大串宥翔くん、西山蓮さん、
　　　　　　　　岸川武蔵くん、池田達也くん、
　　　　　　　　川原凛さん、駒田早希子さん、
　　　　　　　　駒田龍之介くん、下野帆波さん
　大山小学校　　廣麻結さん、廣莉子さん、
　　　　　　　　梅崎百花さん

歴史の川ざらい開催しました 有田の町屋模型作り教室開催


